
第
二
節

勝
山
町
域
の
弥
生
時
代
の
遺
跡

勝
山
町
は
京
都
平
野
の
西
部
に
位
置
し
、
弥
生
時
代
の
集
落
や
墓
地
を

営
む
の
に
適
し
た
低
い
台
地
や
丘
陵
が
随
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
弥

生
時
代
の
遺
跡
は
三
〇
か
所
以
上
確
認
さ
れ
て
い
る
（
図
２
―
４８
・
表
２

―
３
）。

こ
の
う
ち
集
落
に
関
係
す
る
遺
跡
は
、
東
部
の
黒
田
地
区
や
南
部
の
久

な
が
わ

保
地
区
、
北
西
部
の
長
川
地
区
な
ど
で
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の

地
区
で
も
未
調
査
の
住
居
跡
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
遺
跡
が
あ
る
。

み

墓
地
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
遺
跡
は
長
川
地
区
や
箕

だ田
地
区
な
ど
数
少
な
い
が
、
石
棺
墓
や
甕
棺
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡

は
町
内
各
地
で
一
〇
か
所
程
度
あ
る
。
た
だ
し
、
石
棺
墓
や
石
蓋
土
壙
墓

の
な
か
に
は
古
墳
時
代
に
下
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
て
、
詳
細
な
時
期
の

特
定
が
困
難
な
遺
跡
も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
町
内
に
数
多
く
分
布
す
る
弥
生
時
代
の
遺
跡
も
、
様
々
な

開
発
に
伴
っ
て
全
部
又
は
一
部
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
遺
跡
が
一
〇
か
所

以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

一

黒
田
地
区
遺
跡
群

黒
田
地
区
で
は
圃
場
整
備
事
業
に
伴
い
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
十
六
年

度
に
か
け
て
広
範
囲
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
地
点
は
十
一
年

度
が
一
か
所
、
十
二
年
度
が
一
四
か
所
、
十
三
年
度
が
一
〇
か
所
で
、
十

四
年
度
は
黒
田
下
原
出
口
遺
跡
、
十
五
・
十
六
年
度
に
は
黒
田
エ
ノ
ヲ
遺

跡
が
集
中
的
に
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
地
点
で
確
認
さ
れ
た
弥
生

時
代
の
遺
跡
は
大
部
分
が
中
期
か
ら
後
期
の
時
期
に
属
す
る
集
落
関
係
の

住
居
跡
や
貯
蔵
穴
で
あ
る
。
一
部
で
小
児
用
甕
棺
が
検
出
さ
れ
た
が
、
成

人
用
の
集
団
墓
地
は
今
回
調
査
対
象
と
な
っ
た
、
現
在
水
田
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
低
台
地
や
谷
部
に
は
な
く
、
低
丘
陵
上
に
立
地
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
黒
田
地
区
遺
跡
群
の
う
ち
調
査
面
積
が
広
く
、
遺
跡
の
全
体

的
な
内
容
が
比
較
的
良
く
理
解
さ
れ
た
、
黒
田
下
原
出
口
遺
跡
と
黒
田
エ

ノ
ヲ
遺
跡
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。

黒
田
下
原

出
口
遺
跡

当
遺
跡
は
黒
田
神
社
の
北
東
約
四
〇
〇
㍍
で
、
南
西
か

ら
北
東
に
の
び
る
低
台
地
上
に
立
地
す
る
。
約
八
五
〇

〇
平
方
㍍
の
面
積
が
発
掘
さ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
と
古
墳
時
代

以
降
の
住
居
跡
・
建
物
跡
の
他
に
鎌
倉
時
代
の
土
壙
墓
も
発
見
さ
れ
て
い

る
（
写
真
２
―
８
）。
住
居
跡
四
〇
軒
弱
の
う
ち
大
部
分
は
弥
生
時
代
後

期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
時
期
に
属
し
、
総
数
七
五
棟
以
上
に
達
す
る
建

物
跡
の
多
く
は
古
墳
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
の
形
態
は
、
基
本
的
に
方
形
の
平
面
形
で
、

二
本
又
は
四
本
の
主
柱
穴
を
も
ち
、
床
面
の
中
央
部
に
炉
、
入
口
の
壁
際

に
屋
内
土
壙
、
そ
の
他
の
壁
際
に
ベ
ッ
ド
状
遺
構
を
配
置
す
る
京
築
地
域

に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
。
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0 2.5km

図２―４８ 勝山町内の弥生時代遺跡分布図

第２編 先史・原始
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表２―３ 勝山町内の弥生時代遺跡一覧表

備 考

消滅

一部消滅

一部消滅

一部消滅

一部消滅

消滅

大半消滅

三島山遺跡内

三島山遺跡内

消滅

消滅

消滅

一部消滅

一部消滅

弥生時代の概要

墓地、丘陵上、箱式石棺・甕棺群

散布地、丘陵裾、住居跡？

集落

散布地、低台地、住居跡群？

集落

墓地、低丘陵上、箱式石棺墓７基以上

中期の墓地、箱式石棺群・甕棺群

中期の墓地、箱式石棺・甕棺、刀・剣・鏃・ヤリガンナ

散布地、低台地、住居跡群？

散布地、低台地、住居跡群？

散布地、山麓の扇状地

墓地、低丘陵、箱式石棺

中期の集落、後期の墓地

散布地、河岸段丘上

前期～中期、住居跡？石器製造跡？石庖丁未完成品・壷

散布地、小丘陵、住居跡？ 甕棺、土器・石庖丁

墓地、丘陵上、土壙墓・甕棺群・木棺墓

散布地、低丘陵上、石庖丁・石斧

墓地跡・住居跡群？箱式石棺３０以上、石剣・石鏃・鏡片

墓地・箱式石棺墓・石蓋土壙墓

後期の墓地、石棺墓他、銅鏡２面

後期～古墳前期の墓地、埋葬施設７基

散布地、丘陵上、住居跡？

祭祀址、山麓、岩陰遺跡

墓地、河岸段丘、箱式石棺、伝鏡出土

溝状遺構

散布地、丘陵先端、住居跡？蛤刃石斧・土器

中期の散布地、丘陵間扇状地、住居跡？土器

墓地、丘陵先端、箱式石棺

中期の墓地、箱式石棺・甕棺・土壙、石斧・土器

散布地、低台地上、住居跡？

散布地、低台地上、住居跡？

中期の散布地、低台地上、住居跡？

貯蔵穴２基・土壙

散布地、低台地上、箱式石棺墓・土壙墓

後期の住居跡２４軒

貯蔵穴１基

墓地、丘陵上、箱式石棺群

散布地、石鏃・土器

時 期

弥生～古墳

弥生

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生・鎌倉

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生

弥生～古墳

弥生

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生中期

弥生

弥生

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生

弥生～古墳

弥生

弥生

弥生

弥生～古墳

弥生

弥生～古墳

弥生

弥生～古墳

弥生～中世

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～鎌倉

弥生～古墳

弥生～古墳

所在地

上黒田

上黒田

黒田

下黒田

黒田

黒田

中黒田

中黒田

中黒田

中黒田

中黒田

池田

長川

長川

長川

岩熊

箕田

箕田

箕田

箕田

箕田

箕田

箕田

松田

松田

上田

上田

平尾

平尾

平尾

平尾

下久保

中久保

上久保

大久保

上久保

大久保

上久保

図師

飛松

遺 跡 名

安藤池東遺跡

安藤池西遺跡

黒田エノヲ遺跡

原 遺 跡

黒田下原出口遺跡

黒田地区遺跡群

梅 林 遺 跡

永敬寺裏遺跡

二又池東遺跡

勝山中学校遺跡

勝 山 遺 跡

小松池西遺跡

清地神社遺跡

小 長 川 遺 跡

長 川 西 遺 跡

鎮 西 遺 跡

亀 田 池 遺 跡

キベガ迫遺跡

箕田大池遺跡

三 島 山 遺 跡

下 所 田 遺 跡

上 所 田 遺 跡

亀 田 南 遺 跡

上 野 遺 跡

下 田 遺 跡

上 田 遺 跡

上田片岸遺跡

高来池西遺跡

雁俣池北遺跡

平 尾 西 遺 跡

平尾西台地遺跡

曼陀羅寺東遺跡

吉 松 遺 跡

大 薮 遺 跡

大久保今地遺跡

上久保南遺跡

大久保掘生遺跡

上 久 保 遺 跡

大古野池東遺跡

大古野池西遺跡

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２０

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８
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炉跡 

0 3m

14.90m
５
号
住
居
跡
（
図
２
―
４９
）
は
遺
跡
の
中
央
部
付
近
に
位
置
し
、
遺
構

検
出
面
で
幅
六
・
三
八
㍍
・
長
さ
五
・
六
八
㍍
の
や
や
長
方
形
の
平
面
形

を
呈
す
る
竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。
主
柱
穴
は
床
面
の
中
央
か
ら
四
隅
方
向

に
向
か
っ
て
二
・
二
㍍
の
位
置
に
四
本
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に

入
口
と
は
反
対
の
奥
の
両
隅
に
柱
穴
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
屋
内
土
壙
は

入
口
側
の
中
央
部
壁
際
に
あ
り
、
炉
跡
も
床
面
の
中
央
部
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ベ
ッ
ド
状
遺
構
は
入
口
側
の
一
辺
を
除
く
三
辺
す
べ
て
に
あ
り
、

そ
の
幅
は
〇
・
八
㍍
前
後
で
あ
る
。
床
面
全
体
に
炭
化
物
が
散
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当

住
居
跡
は
火
災
に

よ
る
焼
失
家
屋
か

と
考
え
ら
れ
る
。

当
遺
跡
の
後
期

の
住
居
跡
で
は
５

号
住
居
跡
で
検
出

さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
床
面
の
奥
側

の
両
隅
に
柱
穴
が

設
置
さ
れ
て
い
る

も
の
が
い
く
つ
か

み
ら
れ
る
。
こ
の

柱
穴
は
他
の
主
柱

写真２―８ 黒田下原出口遺跡全景（勝山町教育委員会所蔵）

図２―４９ 黒田下原出口遺跡５号住居跡

第２編 先史・原始
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建物跡 

貯蔵穴 

0

40m

住居跡 

穴
と
比
べ
て
も
掘
方
が
十
分
大
き
い
こ
と
か
ら
、
住
居
の
構
造
に
関
わ
る

重
要
な
施
設
と
推
定
さ
れ
る
が
、
ま
だ
他
遺
跡
で
の
類
例
が
少
な
く
、
そ

の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
当
遺
跡
の
住
居
跡
に
は
相
互
に
重
な
り

合
う
も
の
が
ご
く
少
な
い
こ
と
、
南
東
側
に
入
口
を
向
け
て
主
軸
の
方
位

を
そ
ろ
え
る
傾
向
が
強
い
こ
と
、
個
々
の
住
居
の
構
造
に
も
規
格
・
統
一

性
が
高
い
こ
と
な
ど
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
当
遺
跡

の
集
落
は
多
く
の
家
族
集
団
に
よ
っ
て
短
期
間
に
営
ま
れ
、
存
続
期
間
も

比
較
的
短
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
当
遺
跡
は
次
に
述

べ
る
黒
田
エ
ノ
ヲ
遺
跡
と
同
じ
丘
陵
に
所
在
し
、
か
つ
近
接
す
る
こ
と
か

ら
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
大
集
落
を
構
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

黒
田
エ
ノ
ヲ

遺

跡

当
遺
跡
は
黒
田
下
原
出
口
遺
跡
の
北
東
側
に
近
接
す
る

遺
跡
で
あ
る
。
約
三
万
二
〇
〇
〇
平
方
㍍
の
広
い
面
積

が
発
掘
さ
れ
、
主
と
し
て
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時
代
後
期
に
か
け
て

の
集
落
が
調
査
さ
れ
て
い
る
（
図
２
―
５０
）。
住
居
跡
は
一
〇
〇
軒
ほ
ど

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
約
一
〇
％
が
古
墳
時
代
後
期
、
一
五
％
ほ
ど
が
弥

生
時
代
中
期
で
、
そ
れ
以
外
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
弥
生
時
代
中
期
の
貯
蔵
穴
が
約
一
四
〇
基

と
、
古
墳
時
代
以
降
の
建
物
跡
も
約
一
〇
棟
検
出
さ
れ
て
い
る
。

六
三
号
住
居
跡
（
図
２
―
５１
・
１
）
は
当
遺
跡
の
中
央
部
よ
り
わ
ず
か

に
北
側
に
位
置
す
る
中
期
の
円
形
竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。
遺
構
検
出
面
で

第３章 弥 生 時 代

図２―５０ 黒田エノヲ遺跡主要遺構配置図
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焼土 

炉跡 

13.20m

1

2

3

0 3m

の
規
模
は
長
径
六
・
九
七
㍍
、
短
径
六
・
八
六
㍍
と
や
や
大
形
で
、
壁
面

直
下
に
幅
約
二
〇
�
の
周
溝
を
め
ぐ
ら
す
。
炉
跡
は
床
面
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
位
置
し
、
長
さ
一
・
〇
㍍
、
幅
〇
・
九
㍍
の
隅
丸
方
形
の
平
面
形
を
な

す
。
主
柱
穴
は
七
本
前
後
で
構
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
深
さ

は
深
い
も
の
で
一
㍍
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。
床
面
の
一
部
で
焼
土
が
検

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
炉
跡
以
外
に
屋
内
で
火
を
使
う
作
業
を
し
た

痕
跡
か
、
そ
れ
と
も
単
に
焼
失
家
屋
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

二
二
号
貯
蔵
穴
（
図
２
―
５１
・
２
）
は
調
査
区
の
北
部
に
位
置
す
る
中

期
の
遺
構
で
あ
る
。
床
面
が
直
径
三
・
〇
四
㍍
の
円
形
を
な
す
、
非
常
に

大
形
の
貯
蔵
穴
で
あ

る
。
断
面
の
形
状
は

壁
面
上
位
に
向
か
っ

て
幅
が
狭
ま
り
、
地

表
面
近
く
で
垂
直
に

立
ち
上
が
り
、
フ
ラ

ス
コ
状
を
呈
す
る
。

深
さ
は
一
・
七
六
㍍

で
、
床
面
の
中
央
部

に
は
昇
降
の
た
め
の

梯
子
を
固
定
す
る
浅

い
穴
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

図２―５１ 黒田エノヲ遺跡中期の円形住居跡と貯蔵穴

写真２―９ 黒田エノヲ遺跡後期の方形住居跡
（勝山町教育委員会所蔵）
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焼土 

炉跡 

0 3m

二
三
号
貯
蔵
穴
（
図
２
―
５１
・
３
）
は
二
二
号
貯
蔵
穴
の
西
側
で
重
な

り
合
う
貯
蔵
穴
で
あ
る
。
床
面
の
直
径
は
一
・
二
八
㍍
と
や
や
小
形
で
、

上
部
が
削
平
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
深
さ
は
〇
・
三
二
㍍
と
浅
い
。

二
三
号
住
居
跡
（
写
真
２
―
９
）
は
調
査
区
北
部
に
位
置
す
る
後
期
の

竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。
幅
五
・
六
一
㍍
、
長
さ
四
・
二
五
㍍
の
長
方
形
の

平
面
形
を
呈
し
、
床
面
中
央
部
に
あ
る
炉
跡
の
両
側
に
二
本
の
主
柱
穴
が

配
置
さ
れ
て
い

る
。
屋
内
土
壙
は

入
口
中
央
部
の
壁

際
に
あ
り
、
ベ
ッ

ド
状
遺
構
は
両
側

の
短
辺
全
体
と
奥

側
の
北
半
に
作
ら

れ
て
い
る
。

四
八
号
住
居
跡

（
図
２
―
５２
）
は

調
査
区
の
南
部
に

位
置
す
る
竪
穴
住

居
跡
で
あ
る
。
規

模
は
幅
九
・
二
八

㍍
、
長
さ
五
・
八

六
㍍
と
非
常
に
横

長
の
大
形
住
居
跡
で
あ
る
。
床
面
の
中
央
部
に
径
約
〇
・
九
㍍
の
ほ
ぼ
円

形
の
平
面
形
の
炉
跡
が
あ
り
、
入
口
中
央
部
の
壁
面
よ
り
わ
ず
か
に
内
側

に
、
長
さ
約
一
・
〇
㍍
の
長
方
形
の
屋
内
土
壙
が
あ
る
。
ベ
ッ
ド
状
遺
構

は
な
く
、
壁
際
に
は
ほ
ぼ
全
周
に
わ
た
っ
て
浅
い
溝
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

る
。
柱
穴
は
両
長
辺
に
六
本
ず
つ
、
両
短
辺
に
四
本
ず
つ
で
す
べ
て
壁
際

に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
桁
行
五
間
・
梁
間
三
間
の
形
態
を
と

る
。
そ
れ
以
外
は
確
実
で
は
な
い
が
、
四
隅
と
中
央
の
炉
跡
の
両
側
二
・

六
㍍
前
後
の
位
置
に
二
本
、
計
六
本
が
当
住
居
跡
の
柱
穴
の
可
能
性
が
あ

る
。出

土
遺
物
の
量
は
過
去

に
発
掘
さ
れ
た
町
内
の
遺

跡
の
な
か
で
は
も
っ
と
も

多
く
な
っ
て
い
る
。
特
に

貯
蔵
穴
か
ら
は
保
存
状
態

の
良
い
中
期
の
壷
・
甕
・

高
杯
・
器
台
な
ど
の
土
器

が
多
量
に
出
土
し
て
お

り
、
祭
祀
に
使
用
し
た
と

推
定
さ
れ
る
瓢
形
の
珍
し

い
器
形
の
土
器
も
み
ら
れ

る
（
写
真
２
―
１０
）。
ま
た

石
庖
丁
・
石
鎌
・
蛤
刃
石

第３章 弥 生 時 代

図２―５２ 黒田エノヲ遺跡後期の大形住居跡

写真２―１０ 黒田エノヲ遺跡出土土器
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斧
・
片
刃
石
斧
・
石
剣
な

ど
の
各
種
の
大
陸
系
磨
製

石
器
も
数
多
く
発
見
さ
れ

て
い
る
（
写
真
２
―
１１
）。

中
期
の
住
居
跡
は
全
体

的
に
大
き
く
削
平
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
、
壁
面

が
ま
っ
た
く
残
存
し
な
い

も
の
も
目
立
つ
が
、
一
五

軒
前
後
が
確
認
で
き
る
。

貯
蔵
穴
は
約
一
四
〇
基
が

検
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

住
居
跡
一
軒
に
対
す
る
貯

蔵
穴
の
割
合
は
約
九
基
と
な
り
、
下
稗
田
遺
跡
の
中
期
前
葉
か
ら
中
葉
の

時
期
の
割
合
（
七
・
七
基
）
と
近
い
数
値
を
示
す
。
ま
た
、
規
模
の
面
で

も
床
面
の
直
径
が
三
㍍
を
超
え
る
よ
う
な
大
形
の
も
の
が
み
ら
れ
る
点
で

共
通
し
て
い
る
。
地
山
の
土
質
の
硬
軟
に
よ
る
耐
久
度
や
そ
の
大
き
さ
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
貯
蔵
穴
の
数
の
多
さ
は
農
業
生
産
へ
の
依
存

度
の
大
き
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
収
穫
量
の
豊
か
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

後
期
の
住
居
跡
で
は
四
八
号
住
居
跡
が
他
と
は
異
質
な
構
造
を
も
つ
。

柱
穴
が
壁
際
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
ベ
ッ
ド
状
遺
構
が
な
い
こ
と
に

加
え
て
、
特
に
そ
の
規
模
が
通
常
の
二
倍
の
面
積
を
も
つ
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
住
居
跡
は
集
落
の
集
会
所
的
な
施
設
か
、
又
は
首
長
層
の
居

宅
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

中
期
の
集
落
と
後
期
の
集
落
の
間
に
隔
絶
す
る
時
期
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
今
後
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
後
期
に
は
集
落
が
大
き
く

発
展
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
近
接
す
る
下
原
出
口
遺
跡
と
合
わ
せ
る

と
住
居
跡
は
百
軒
を
超
え
る
し
、
未
調
査
部
分
も
含
め
る
と
こ
れ
に
倍
す

る
大
集
落
を
構
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
京
都
平
野
南
西
部
の
拠
点
集

落
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

二

久
保
地
区
遺
跡
群

久
保
地
区
遺
跡
群
は
長
峡
川
の
支
流
で
あ
る
初
代
川
の
南
側
で
、
久
保

地
区
の
集
落
南
方
に
広
が
る
標
高
三
〇
〜
五
〇
㍍
の
台
地
上
に
展
開
す

る
。
圃
場
整
備
事
業
に
伴
っ
て
平
成
六
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
い
く
つ
か

の
遺
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。

大
久
保
今
地
遺
跡

当
遺
跡
は
上
久
保
集
落
の
南
東
側
で
、
標
高
二
八

〜
二
九
㍍
の
丘
陵
東
側
縁
辺
部
に
所
在
す
る
。
遺

跡
全
体
と
し
て
は
弥
生
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
集
落
跡
で
、
方

形
竪
穴
住
居
跡
四
軒
・
掘
立
柱
建
物
跡
四
棟
・
貯
蔵
穴
二
基
な
ど
が
調
査

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
住
居
跡
は
土
師
器
や
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
古
墳
時
代
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
、
掘
立
柱
建
物
跡
に
つ
い
て
も

出
土
遺
物
か
ら
み
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

写真２―１１ 黒田エノヲ遺跡出土石器
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